
令和５年度世界に羽ばたく人材育成特別表彰

イワンナ ベレゾフスカさん
　私は、ウクライナで生まれました。18歳の時に相撲を始めま
した。
　私が初めて日本に来たのは2015年に開催された世界選手
権の時です。今、日本に来日し太宰府に住んでいるのは、ロシ
アによる侵攻が続くウクライナから避難する為です。ロシアの
侵攻で、練習拠点だった東部ハリコフ州は激戦地となり、故郷の北西部ルーツクに避難
し、練習どころではなくなりました。
　そんな中、九州情報大学に留学生として入学することが決まりました。来日したばか
りの時は、日本の生活に慣れることや新しい友達ができるのか不安でした。親切でフレ
ンドリーな大学の先生方や太宰府市役所の皆さんに助けて頂き、少しずつ日本語も話
せるようになってきました。
　来日してからの2年間、私は非常にいい環境でトレーニングをすることができ、2023
年、2024年の世界選手権で２回優勝することができました。
　これからも相撲と学業の両方をがんばり、国際大会にも出場し、ウクライナと日本、
特に太宰府市のすばらしさを伝えられるように努力していきたいと思っています。
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市からの  大切  なお知らせ

子どもまんなかの施策展開 　九州国立博物館ツアーズを初開催

　本市の最重点施策「子どもまんなかの施策展開」、世界に羽ばたく人材育成パッ
ケージの中心事業である九州国立博物館ツアーズがいよいよスタートしました。
　市内の小中学生に本市が誇る九州国立博物館の特別展を観覧する機会を新た
に設けるもので、本年度は１月～３月に市内小中学校11校から順次、小学６年生、
中学２年生の約1450人を特別展「はにわ」に招待します。
　子どものうちから世界中の多様な文化に触れることは、グローバルな視点を育て
世界に羽ばたく人材育成につながると考えます。今後も継続していきます。 特別展「はにわ」を観覧する

子どもたち

世界に羽ばたく人材育成　　次代を担う若い人材を表彰しました

　第3回令和の都だざいふ子ども学生美術展・世界に羽ばたく人材育成表彰授賞式を２月９日㈰、プラム・カルコア
太宰府（中央公民館）で開催しました。
　この表彰は、令和の都だざいふの次代を担う子どもたちや学生の飛躍を後押し
すべく、絵画や書、スポーツ、文化活動など全般を顕彰するものです。
　今回は司会に応援大使の福田愛依さんを迎え、受賞者皆さんに慶びのひと言を
発してもらい、写真撮影も行いました。式を通じ一人ひとりの成果が認められ、これ
からのさらなる頑張りにつながるよう願います。

ふく だ　め　い

受賞者から喜びの言葉

　これまで本市では、沿線の皆さんをはじめ市民の皆さんの移動手段をどのように
確保していくかを念頭に、まずは地域の実情や分析、沿線地域の声やバス利用者の
要望などをもとに市をあげてさまざまなレベルで交通事業者に対して路線の存続
を求め、粘り強く協議を重ねてきました。

□✓ 対象路線
　西鉄路線バス　星ヶ丘線（西鉄五条駅～太宰府高校入口）
□✓ 交通事業者からの当初の申出内容
　令和7年3月31日㈪をもって対象路線を廃止
□✓ 今後の運行内容
　星ヶ丘線の路線の廃止期限は、当初半年間の延長でしたが1年間延長する方向と
なりました。一方、市が交通事業者へ必要な運行経費の一部を令和7年４月1日㈫～
令和8年3月31日㈫の期間補助します。便数については、令和7年9月30日㈫までは
従来どおり運行されます。ただし10月１日㈬以降は、慢性的な運転士不足や労働時
間の改善などの理由により従事できる運転士の人数がさらに減少することが予想
され、一定の減便は受け入れつつ運行を継続する方向で協議を重ねています。

西鉄路線バスの運行が継続されます

◆星ヶ丘線の運行

□✓ 対象路線
　西鉄路線バス　南ヶ丘線（西鉄二日市～西鉄下大利駅）
□✓ 交通事業者からの当初の申出内容
　令和7年3月31日㈪をもって対象路線を廃止
□✓今後の運行内容
　南ヶ丘線の路線の運行は、一定期間存続することとなりました。市が交通事業者
へ必要な運行経費の一部を補助します。令和7年4月1日㈫からは、慢性的な運転士
不足や労働時間の改善などの理由により従事できる運転士の人数がさらに減少す
ることで減便が予定されていますが、西鉄二日市～平田の区間の運行は継続され
ます。

◆南ヶ丘線の運行

都市計画課　地域公共交通特命担当（☎内線436）　

今後も引き続き、
本市に望ましい将来にわたり持続
可能な地域公共交通を目指し、
全力をあげてまいります。
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まちのトピ クスッ

　国税庁と全国納税貯蓄組合連合会が募集する中学生の「税についての作文」
は、将来を担う中学生が税に関心を持ち、正しい理解を深める目的で毎年実施
されています。
　本年度、市内中学校から応募のあった602点の中から、市長賞、教育長賞、筑
紫法人会会長賞などの受賞者が決定しました。受賞した学業院中学校3年の上
島夏純さん、太宰府東中学校1年の田中悠裕さん、同校1年の古賀玲那さんに表
彰状と副賞を授与しました。

うえ

じま か すみ た なか こ  が れん なゆうすけ

　中学生の「税についての作文」で表彰世界に羽ばたく人材育成

受賞者の上島さん（前列左）、
古賀さん（前列中央）、田中さん（前列右）

　本市出身の佐藤宏耀さんが第103回全国高校サッカー選手権大会に福岡県
代表・東福岡高校の一員として出場し、チームは第３位入賞、自身も優秀選手
36人の１人に選出されたことを、市役所で報告しました。
　佐藤さんは「大学へ進学してプロサッカー選手を目指したいです。」と今後の
目標を力強く語りました。楠田市長は「小学校卒業式での懸命な決意表明を覚
えています。あの時の初心を忘れず夢に着実に近付いている佐藤選手をこれか
らも応援していきます。」と述べました。

さ とう こうよう

　全国高校サッカー選手権大会で第３位、優秀選手に選出   

世界に羽ばたく人材育成

結果を報告した佐藤さん（中央）

　筑紫野太宰府消防組合消防本部の元消防吏員・楠田國宏さんが、令和６年秋
の叙勲で第43回危険業務従事者叙勲・瑞宝双光章を受章したことを報告する
ため、ご夫婦で市役所を訪れました。
　楠田さんは「42年間、真摯に消防活動に尽力した結果、今回の名誉を授かり
ました。」と報告しました。楠田市長は「同じ市民として大変な誇りです。本当に
長い間の奉職、大変お疲れさまでした。」と功績を称えました。

　元消防吏員、瑞宝双光章を受章市民の活躍

受章を報告した楠田さん（前列右）

くす だ くにひろ

　本市出身のプロゴルファー天本ハルカさんが、市役所を訪れました。
　天本さんは女子プロゴルフ界で1998年度生まれの黄金世代の一人に数えら
れ、2024年にツアー初優勝を果たしさらなる飛躍が期待されます。楠田市長は
「競争激しい女子ゴルフ界で優勝することは並大抵なことではありません。これ
からも市をあげて応援していきますので、次に続く子どもたちや学生皆さんの希
望になってください。」と激励しました。

　プロゴルファーの天本ハルカさんが来訪市民の活躍

訪問した天本さん（左）

文化財の保存・活用 　第71回文化財防火デーの防火訓練・パレードをしました

　昭和24年の法隆寺金堂壁画の焼損により、文化財の防災と愛護意識を高める
目的で、火災が起こった１月26日が文化財防火デーに制定されました。昭和30年
の制定以来、本市でもさまざまな取り組みをしています。
　本年は、１月27日㈪に太宰府天満宮（以下、天満宮）と観世音寺で防火訓練をし
ました。天満宮では巫女や職員が消火器を使って演習し、消防車両から放水があり
ました。また、参道では天満宮幼稚園の園児たちが火の用心を呼びかけながら防火
パレードをしました。

企業・団体からの寄附 　企業から寄附をいただきました

　昨年６月以降、次の企業の皆さんから寄附があり
ました。今後の本市の更なる発展のため、大切に活用
させていただきます。

火の用心を呼びかける園児たち

市民と交流人口関係人口の相互発展 　「責任ある観光」セミナーを開催

　一般社団法人ツーリストシップの代表理事・田中千恵子さんを講師に迎え、観光
地と観光客が共に心地よい関係を築き、観光を持続可能なものにするツーリスト
シップの勉強会を開催しました。参加者からは「責任を持って観光地を訪れるツー
リストシップが世界の標準になってほしい。」などの感想がありました。
　市民と交流人口関係人口の相互発展を掲げる本市はこの考えに賛同し、観光
客の心構え「令和の都だざいふ４つのツーリストシップ」を策定しました。住まう
人も訪れる人も共に慶び合える地域からのメッセージとして発信していきます。 勉強会には合計55人の参加者

① ②

③

⑤

④

①明治安田生命保険相互会社
②日之出水道機器株式会社
③株式会社ナッツ
④株式会社第一技術コンサルタント
⑤株式会社サウスエージェンシー
⑥ヨシタケＴＳ株式会社

民間企業との連携 　持続可能な地域公共交通の実現に向けて協定を締結しました

　本市と西日本鉄道株式会社（以下、西鉄）、ネクスト・モビリティ株式会社は2月10日㈪、本市の持続可能な公共
交通体系の構築に向けた研究に関する協定を締結しました。
　これまでも西鉄とは、観光・交通などさまざまな分野で連携してきました。連携
レベルを強化するため、令和2年には包括連携協定を締結していました。今回の協
定は、民間事業者の新技術・新サービスを活用した交通手段の検討を含む地域公
共交通に特化した内容です。
　市民の皆さんの移動手段を確保し、交通事業者を取り巻く環境にスピーディーに
対応するため、将来にわたって持続可能な地域公共交通の再構築に向けて３者で
も協働していきます。
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